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生命保険契約の満期や解約により保険金を受け取った場合には、どのような税金がかかる

のでしょうか？また、受け取った保険金よりも支払った保険料が多い場合には、なにか優遇

はあるのでしょうか？

解説
  

１． 満期保険金等の課税

生命保険契約の満期や解約により保険金を受け取った場合には、保険料の負担者、保険金

受取人がだれであるかにより、所得税、贈与税のいずれかの対象になります。

保険料の負担者 保険金受取人 税金の種類

Ａ Ａ 所得税

Ａ Ｂ 贈与税

２． 満期保険金等の受領方法による所得の違い

１）満期保険金等を一時金で受領した場合

満期保険金等を一時金で受領した場合、一時所得となります。

２）満期保険金等を年金で受領した場合

満期保険金等を年金で受領した場合には、公的年金等以外の雑所得になります。

３． 払い込んだ保険料等の額＞受け取った保険金の総額の場合

払い込んだ保険料等の額が受け取った保険金の総額より大きい場合、一時所得の額は損失

となりますが、その損失の金額は給与所得など、他の所得の金額から控除することはでき

ません。

要するに…
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生命保険契約に係る満期保険金等を受け取ったときの取扱い

生命保険契約の満期保険金等は、保険料を自分で払っていれば、一時所得として所得税が、

課税されます。一時所得は 50 万円の控除や所得の半減など税務上、優遇されています。

生命保険契約の満期や解約により保険金を受け取った場合には、所得税もしくは贈与税の

対象になります。

一時所得＝（受け取った保険金の総額－既に払い込んだ保険料等の額－50 万円）×1/2

雑所得＝その年中に受け取った年金の額－その金額に対応する払込保険料等の額


